
令和４年度シラバス（公民）     学番７ 新潟県立新潟北高等学校  

教科(科目) 公民（公共） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 高等学校 公共 （帝国書院） 

副教材等 高等学校 公共ノート（帝国書院） 

１ 学習目標         

人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を

通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為

な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

２ 指導の重点                  

進学・就職等希望者が多岐にわたっていることや、成人年齢の引き下げを考慮し、 

①公民としての資質・能力を養うために必要な知識や技能を身につける。 

②公民としての自覚を養うため、現代の諸課題について、主体的かつ多面的に考える姿勢を養う。 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

選択・判断の手掛かりとなる概
念や理論， 及び倫理，政治，経
済などに関わる現代の諸課題に
ついて理解しているとともに，
諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめている。 

現代の諸課題について，事実を基
に概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり，解決に向けて
公正に判断したり，合意形成や社
会参画を視野に入れながら構想し
たことを議論している。 

国家及び社会の形成者として，
よりよい社会の実現を視野に，
現代の諸課題を主体的に解決し
ようとしている。 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
の
観
点 

選択・判断の手掛かりとなる概念や理

論，及び倫理，政治，経済などに関わる

現代の諸課題について理解していると

ともに，諸資料から様々な情報を適切か

つ効果的に調べまとめている。 

現代の諸課題について，事実を基に概念 

などを活用して多面的・多角的に考察し 

たり，解決に向けて公正に判断したり， 

合意形成や社会参画を視野に入れなが

ら構想したことを議論している。 

国家及び社会の形成者として，よりよい 

社会の実現を視野に，現代の諸課題を主 

体的に解決しようとしている。 

評
価
方
法 

定期考査の成績や授業プリントの内容

をもとに評価する。 

定期考査の成績や授業プリントの内容

をもとに評価する。 

授業プリント内の振り返りシートの内容

や授業態度などをもとに評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 学習計画                              

月 単元名 授業時数

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の

観点 

評価方法 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

青 年 期 と

社会参画 

 

 

 

 

 

 

 

６時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

１私たちの生き

る現代社会 

２青年期につい

て考えよう 

３悩むことにつ

いて考えよう 

４ジェンダーに

ついて考えよう 

５学ぶことにつ

いて考えよう 

６社会参画とキ

ャリアについて

考えよう 

・自らの体験等を振り返ることを通し

て，自らを成長させる人間としてのあ

り方・生き方について理解している。 

・集団の一員として生き，他者との協

働により当事者として国家・社会など

の公共的な空間を作る存在であるこ

とについて多面的・多角的に考察し，

表現している。 

・公共的な空間としての社会に、主体

的に関わろうとしている。 

a 

 

b 

 

 

 

c 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 

５ 宗 教 ・ 思

想・伝統文

化と社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

倫 理 的 な

見方・考え

方 

 

 

３時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５時間 

１宗教について

考えよう 

２日本の思想に

ついて考えよう 

３日本の伝統と

文化について考

えよう 

 

 

 

 

１ よ く 生 き る 

古代ギリシャの

思想 

２ 人 と は 何 か 

古代中国の思想 

３ 動 機 と 結 果 

近代西洋の思想 

４ 公 平 と 正 義 

現代の思想 

・自らの価値観を形成するとともに他

者の価値観を尊重することができる。 

・様々な集団の一員として生き，他者

との協働により当事者として国家・社

会などの公共的な空間を作る存在で

あることについて多面的・多角的に考

察し，表現している。 

・公共的な空間における課題の解決を

視野に，主体的に社会に関わろうとし

ている。 

 

・人間としてのあり方・生き方に関わ

る諸資料から，よりよく生きるために

必要な情報を収集し，読み取る技能を

身につけている。 

・倫理的価値の判断において，自らも

他者も共に納得できる解決方法を見

いだすことに向け，思考実験など概念

的な枠組みを用いて考察する活動を

通して，人間としてのあり方・生き方

を多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

・公共的な空間における人間としての

あり方・生き方について，現代社会の

諸課題の解決を視野に，主体的に社会

に関わろうとしている 

a 

 

b 

 

 

 

c 

 

 

a 

 

 

 

b 

 

 

 

 

 

c 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 



６ 

７ 

社 会 の 基

本 原 理 と

憲 法 の 考

え方 

９時間 １近代立憲主義

の原理 

２近代立憲主義

の広がり 

３日本国憲法 

４平等に生きる

権利 

５自由に生きる

権利① 

６自由に生きる

権利② 

７人間らしく生

きる権利 

８広がる人権の

考え方 

９人権保障の国

際的な広がり 

・人間の尊厳と平等，協働の利益と社

会の安定性の確保を共に図ることが，

公共的な空間を作るうえで必要であ

ることについて理解している。 

・公共的空間における基本的原理につ

いて，思考実験など概念的な枠組みを

用いて考察する活動を通して，個人と

社会との関わりにおいて多面的・多角

的に考察し，表現している。 

・公共的空間における基本的原理につ

いて，日本国憲法を踏まえて現代の課

題の解決を視野に，主体的に社会に関

わろうとしている。 

a 

 

 

b 

 

 

 

c 

 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 

７ 法 の 意 義

と 司 法 参

加 

７時間 １社会規範と法 

２私たちの生活

と法 

３契約の考え方 

４消費者の権利

と責任 

５司法の役割 

６刑事裁判とそ

の課題 

・現実社会の事柄や課題を基に，憲法

の下，適正な手続きにのっとり，各人

の意見や利害を公平・公正に調整し，

個人や社会の紛争を調停，解決するこ

となどを通して，権利や自由が保障，

実現され，社会の秩序が形成，維持さ

れていくことについて理解している。 

・自立した法的主体として解決が求め

られる具体的な主題について，合意形

成や社会参画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実を基に協

働して考察したり構想したりしたこ

とを，論拠をもって表現している。 

・法や規範の意義および役割，多様な

契約および消費者の権利と責任，司法

参加の意義などに関わる課題の解決

を視野に，主体的に社会に関わろうと

している。 

a 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

 

c 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 



９ 民 主 社 会

と 政 治 参

加 

７時間 １政治と権力 

２議院内閣制と

国会 

３権力分立と行

政の役割 

４地方自治の役

割 

５政党政治とメ

ディア 

６選挙制度とそ

の課題 

・政治参加と公正な世論の形成，地方

自治などに関わる現実社会の事柄や

課題を基に，よりよい社会は，憲法の

下，個人が議論に参加し，意見や利害

の対立状況を調整して合意を形成す

ることなどを通して築かれていくも

のであることについて理解している。 

・自立した政治主体として解決が求め

られる具体的な主題について，合意形

成や社会参画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実を基に協

働して考察したり構想したりしたこ

とを，論拠をもって表現している。 

・政治参加と公正な世論の形成，地方

自治等に関わる課題の解決を視野に，

主体的に社会に関わろうとしている。 

a 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

c 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 

10 

11 

国 際 政 治

の 動 向 と

平 和 の 追

求 

８時間 １国家と国際法 

２日本の主権と

領土 

３平和主義と日

本の防衛政策 

４これからの日

本の安全保障 

５国際連合の役

割と活動 

６紛争とテロリ

ズム 

７核兵器と軍縮

の課題 

８国際協力と日

本の役割 

・主権，領土，日本の安全保障，国際

貢献を含む国際社会における日本の

役割などに関わる現実社会の事柄や

課題を基に，よりよい社会は，憲法の

下，個人が議論に参加し，意見や利害

の対立状況を調整して合意を形成す

ることなどを通して築かれるもので

あることについて理解している。 

・自立した政治主体として解決が求め

られる具体的な主題について，合意形

成や社会参画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実を基に協

働して考察したり構想したりしたこ

とを，論拠をもって表現している。 

・主権，領土，日本の安全保障，国際

貢献を含む国際社会における日本の

役割等に関わる課題解決を視野に，主

体的に社会に関わろうとしている。 

a 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

c 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 



11 

12 

市 場 経 済

のしくみ 

８時間 １経済とその考

え方 

２市場のメリッ

トと限界 

３企業の目的と

役割 

４金融の役割 

５政府の役割と

財政の機能 

６日本の財政の

課題 

７経済の変動 

・市場経済の機能と限界，金融の働き，

財政および租税の役割などに関わる

現実社会の事柄や課題を基に，公正か

つ自由な経済活動を行うことを通し

て資源の効率的な配分が図られるこ

と，市場経済システムを機能させたり

国民福祉の向上に寄与したりする役

割を政府などが担っていること，より

活発な経済活動と個人の尊重を共に

成り立たせることが必要であること

について理解している。 

・自立した経済主体として解決が求め

られる具体的な主題について，合意形

成や社会参画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実を基に協

働して考察したり構想したりしたこ

とを，論拠をもって表現している。 

・市場経済の機能と限界，金融の働き，

財政および租税の役割などに関わる

課題の解決を視野に，主体的に社会に

関わろうとしている。 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

c 

 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 

12 

１ 

豊 か な 社

会の実現 

７時間 １産業構造の変

化と職業選択 

２中小企業と農

業 

３労働者の権利 

４雇用と労働に

関する課題 

５社会保障の役

割と意義 

６社会保障制度

の課題 

・職業選択，雇用と労働問題，少子高

齢社会における社会保障の充実・安定

化等に関わる現実社会の事柄や課題

を基に，公正かつ自由な経済活動を行

うことを通して資源の効率的な配分

が図られること，市場経済システムを

機能させたり国民福祉の向上に寄与

したりする役割を政府などが担って

いること，より活発な経済活動と個人

の尊重を共に成り立たせることが必

要であることについて理解している。 

・自立した経済主体として解決が求め

られる具体的な主題について，合意形

成や社会参画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実を基に協

働して考察したり構想したりしたこ

とを，論拠をもって表現している。 

・職業選択，雇用と労働問題，少子高

齢社会における社会保障の充実・安定

化などに関わる課題の解決を視野に，

主体的に社会に関わろうとしている。 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

c 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 



２ 

 

国 際 経 済

の 動 向 と

格 差 の 是

正 

６時間 １国際経済のし

くみ 

２国際経済の枠

組み 

３地域経済統合 

４グローバル化

と自由貿易協定 

５国際経済の変

化と課題 

６経済格差の是

正 

 

・経済のグローバル化と相互依存関係

の深まりなどに関わる現実社会の事

柄や課題を基に，公正かつ自由な経済

活動を行うことを通して資源の効率

的な配分が図られること，市場経済シ

ステムを機能させたり国民福祉の向

上に寄与したりする役割を政府など

が担っていること，およびより活発な

経済活動と個人の尊重を共に成り立

たせることが必要であることについ

て理解している。 

・自立した経済主体として解決が求め

られる具体的な主題について，合意形

成や社会参画を視野に入れながら，そ

の主題の解決に向けて事実を基に協

働して考察したり構想したりしたこ

とを，論拠をもって表現している。 

・経済のグローバル化と相互依存関係

の深まりなどに関わる課題の解決を

視野に，主体的に社会に関わろうとし

ている。 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

b 

 

 

 

 

c 

 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 

３ 持 続 可 能

な 社 会 の

実 現 に 向

けて 

４時間 ・増加する医療費

を誰が負担すべ

いか？ 

・パリ協定目標達

成のために国際

社会に必要なこ

とは？ 

 

・現代社会の諸問題について，その問

題の所在，現状，問題点などが理解で

きている。 

・現代社会の諸問題の解決のために，

事実を基に協働して考察，構想するこ

とができている。 

・さまざまな課題の中で，自己とのか

かわりに注目して主体的に課題を選

択し，探究できている。 

a 

 

b 

 

 

c 

 

 

 

授業態度 

発問評価 

ワークシートの 

提出、内容 

定期考査、小テスト 

振り返りシート 

７０時間（50 分授業） 
６ 課題･提出物等 

授業はプリントを用いて行い、提出した内容で「主体的に学習に取り組む態度」を見ます。 

７ 担当者からの一言 

現代の諸課題について、自分事として捉え、その原因や内容、解決策等を主体的に考えていきましょう。 

 


